










学 位 論 文 要 約  
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トを用いた。	BPL の長さにより 0	cm 群	(BPL	0	cm)、15	cm 群	(BPL	15	cm)、30	cm 群	(BPL	30	cm)を作成し、
これに腸管を切離、再吻合するのみの sham 群を加え計 4 群で検討した。各群、食物からの栄養吸収に関わる




ーの変化	⑤小腸の組織学的検討を sham 群と比較することで、DJB における BPL の機能と血中胆汁酸濃上昇の
機序を探索した。【結果】体重増加抑制効果、代謝改善効果は BPL の長さに比例し、30	cm 群で有意に改善し
ていた。30	cm 群で門脈、動脈血中の総胆汁酸濃度は有意に高く、動脈血、肝臓中の farnesoid	X	receptor	(FXR)	
agonists となる胆汁酸濃度も 30	cm 群で有意に高かった。門脈血中の抱合型胆汁酸は濃度、割合共に 30	cm
群で有意に高く、腸管内胆汁酸濃度の検討においては、BPL 内の抱合型胆汁酸濃度は高濃度で、BPL 遠位部の
抱合型胆汁酸濃度は BPL 近位部と比較し低下していた。また、十二指腸に投与した標識胆汁酸は BPL の存在す
る 15	cm 群、30	cm 群で早期に肝臓から胆汁中に排泄された。胆汁酸トランスポーターの mRNA 発現を sham 群
と比較すると、BPL 近位部では ASBT の発現は抑制、遠位部では OSTα/βの発現は亢進しており、30	cm 群の






胆汁酸吸収亢進が推測された。BPL 内で抱合型胆汁酸濃度は低下しており、更に BPL の存在する群で十二指腸
に投与した標識胆汁酸が、より早期に肝臓から分泌されるという結果から、BPL での抱合型胆汁酸吸収亢進が
確認された。【結語】BPL での抱合型胆汁酸の吸収促進による腸肝循環の短絡化を確認し、DJB 術後の血中胆汁
酸濃度上昇機序の一つとして示唆された。更に、DJB 術後の代謝改善効果および血中胆汁酸濃度は BPL の長さ
に依存しており、代謝改善効果に BPL が重要であると考えられた。	
